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背景: 現在日本では、子育て世代の経済的負担軽減、及び子供の健康保持を目的に各自治体
が独自に子ども医療費助成制度を実施している。既存の研究では、自己負担額の減少は、外

来受診増加、乳幼児死亡減少、入院減少との関連が報告されているものの、歯科における効

果は不明である。本研究の目的は子供医療費助による窓口負担の減額が歯科	 受診、および

口腔健康状態に与える影響を検討することである。 
方法: 本研究では 2014 年から 2015 年の熊本県国保レセプトデータに対し、計量経済学的
手法を用いて市区町村単位で分析を行った。レセプトデータに含まれる 2014年度に小学校
3年生である歳被保険者の歯科初診回数、総受診回数、受診あたりの医療費、重篤な歯科疾
患に対する処置を助成上限年齢別に記述した。2015年 4月に助成が終了する群と継続する
群でそれぞれのアウトカムの比較を行った。さらに市区町村を固定効果とした固定効果モ

デルを用いて、助成終了が上記アウトカムに与える影響を検討した。 
結果: 受診あたりの医療費、総受診回数、重篤な歯科疾患は助成終了と関連を認めなかった
ものの、歯科初診回数は助成終了と負の関連を認めた。 (ln(助成終了),-0.18; 95% 信頼区間
-0.33〜-0.02)。 
結論: 学童期における子供医療費助成終了は、歯科初診を減少させるものの、重篤な歯科疾
患の発症数に影響は与えなかった。 
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